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Currently, most trending clothes are specifically made to fit the shape of the human body. So, we can say 
that we are wearing clothes based on the clothing’s shape. However, due to disabilities and advanced age, 
there are people who are unable to wear these types of general clothing. But recently, certain brands have been 
receiving public attention for making clothes that are designed to fit, even the elderly. For my research, I 
propose a system in which customers, ranging from the younger generation to the elderly, can comfortably 
wear clothing that is of universal fashion.  
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１.諸論 
(1)研究背景	
我々が普段着用している衣服は、まずデザイン画が起
こされ、そこから生地のテキスタイルや糸を選択し、製
造する流れとなっている。体に合う形や、動きやすさの
検証をされることは一般的にはなく、服飾のセオリー通
りのものを信じて作っているのが現状となっている。し
かし、近年「ユニバーサルファッション」が注目される
ようになる。ユニバーサルファッションとは、体型や年
齢、障害の有無に関係なく着用出来る洋服のことを指す。
健常者も着られる障害者向けの服や介護着が当てはまる。
しかし、現在販売されているものの殆どがセオリー通り
のものとなっており、実際に制作物の検証がされていな
い。中にはされているものもあるが、数は少なく市場に
はあまり出回っていないと、介護服を中心に制作してい
るデザイナーは語っている。	
	 また、介護着は対象が絞られたデザインが殆どであり、
20 代の要介護の若者には好まれないようなものになって
いる。テキスタイルが高齢者向け等、若者が着るにはあ
まりにも趣味に合わないものが多い。そのため、現在販
売されている介護着はユニバーサルファッションである
とは言えない。反対に、一般的に売られている洋服は要
介護者には不向きであり、こちらもユニバーサルファッ
ションとは言えない。	
(2)研究目的	
	 ユニバーサルファッションの考えを基に、本研究で
は要介護者は健常者のように着用出来、健常者は通常の
服よりもさらに着用のしやすい部屋着を、検証実験を基
に制作する。本研究では要介護者の障害を、肩関節周囲
炎を始めとする肩の障害のみに限定する。重度の障害と
いう尺度である肩関節の可動域が 30%未満を基準とし、
30°前後の可動域で着用の出来る上衣を動画検証ソフト
ウェア「Kinovea」を使用し解析する。2 定点カメラによ
る被験者の動画検証を行う。動画検証の被験者は 20 代の
若者だが、肩を縛り、可動域 30°未満を擬似的に再現し
て実験する。	
	 部屋着に関しては、要介護者の殆どは自宅療養して
おり、外出用の衣服よりも部屋着の着用時間の長いこと
から設定。部屋着として機能するように、素材や汚れ防
止、保温保湿の機能をつけ、実際に着用しても長く着ら
れる衣服であるように設計する。	
	 また、本研究はユニバーサルファッションを基に制
作しているため、性別を問わず着用出来るようにユニセ
ックスのものを制作する。カラーや形も性別を問わない
ように制作し、誰でも着られる衣服とし、制作する。	
	 下衣については、初期段階で既存の衣服でもゆるい
ものを着用すると肩の関節をさほど使わずとも着用でき
ることが判明したため、今回は研究対象とはしない。	
(3)	肩関節周囲炎、肩の障害について	
	 肩関節周囲炎は所謂「四十肩」「五十肩」と呼ばれる
ものであり、年齢を重ねると発症率が多くなる炎症であ
る。肩が痛みでうまく上がらず、日常生活に大きな支障
をきたす。中でも衣服を着る際はかなり困難を伴い、患
者は時間をかけゆっくりと着用する。重度の障害(障害者
手帳 3 級以上)とみなされる基準の 1 つに「肩関節の可動
範囲がおおむね 30%(約 30°)以内の場合」1)というものが
あり、可動範囲 30°は障害者手帳交付の際の医師の目安
となっている。	
	 肩の障害は様々なものがあるが、若者でもスポーツ障
害や骨折、肉離れ等障害を発症する機会は多い。肩関節
周囲炎同様に 30°以内が重度の障害とみなされ、慢性的
な障害だと障害者手帳が交付される。	
	 本研究では、上記の障害を考慮し制作を行う。	
 
2.プロトタイプの制作準備実験	
(1)実験目的	
	 病院の売店で販売、貸し出しされている衣服を、擬似
的に腕が不自由な状況を作り出し可動範囲がどれくらい
で着ることが出来るのかを実験する。 
(2)実験方法	
	 病院にて使われている一般的な衣服を、腕を固定し擬
似的に不自由な状況を作り実際に着させ、2 定点カメラを
用いて撮影、動画解析ソフトウェア「Kinovea」を用いて
腕の使用角度を分析する。	
	 実験に使用する衣服は順天堂大学医学部付属順天堂医
院にて使用されている寝巻きである。図 1 に示す。病院
で実際に使われているものの再現性を上げるために、実
際に支給されているサイズと同じ、男性は L サイズ、女
性は M サイズを使用する。	
	 腕の固定については、腕をさらしで縛り、横垂直方向
の動きを制限、前後垂直方向も多少の制限を加えた上で
可動角度を測定する。さらしを力づくに取ってしまう、
無理な動きをし過ぎたせいでほどけてしまう場合は、着
用出来ないサンプルとして角度を測定する。	
	 動画解析ソフトウェア「Kinovea」は、主にスポーツ選
手がフォームをチェックする際に使用するフリーソフト
ウェアであり、2 定点カメラで撮影した映像の上から角度
測定、タイム測定、軌道の追随が出来る。図 2 に機能概
要図を示す。	
	 被験者は 20 代の男女 18 名とする。	
 
図 1	 順天堂大学病院の入院着 
 
 
 
 
図 2	 Kinovea について 
 
(3)実験結果	
	 本実験では外れ値を外すのに標準化を行う。 
	 既存の衣服を着用できるのは 18 名中 4 名のみであり、
着用にかかる時間の平均は 21 秒 56、着用時の腕の最大
角度平均は 39°、脱ぐ際にかかる時間の平均は 5 秒 89、
脱ぐ際の腕の最大角度平均は 21°である。 
(4)考察	
	 本実験結果より、重度の障害を持つ要介護者は病院で
取り扱われている衣服の着用が困難であることが検証出
来る。また、多くの者が羽織る時と肩から首もとへ服を
上げる動作を難しそうにしていることより、肩に可動制
限がある場合は、羽織る、肩から首もとへ服を上げる動
作が困難になることが検証される。 
 
3.	甚平との比較のためのプロトタイプ 1 の制作	
(1)プロトタイプ 1 について	
a)	プロトタイプ 1 設計要件	
 現在、一般的に着用のしやすい服と言われているものに
「甚平」がある。プロトタイプ 1 では、甚平との差分を測
るために甚平をベースに第 1 章で行った既存の衣服に近
づけたものを制作し、実験を行う。設計要件は以下に記
す。 
・	 既存の衣服の肩は曲がっているのに対し甚平は直線
である。今回は直線を採用する。 
・	 アームホール(肩口)の広さは甚平の通りに制作する。
既存の衣服より広くなっている。 
・	 ボタンで止める方式でなく紐で縛って止める方式に
する。 
・	 袖を長くし、長さは手首までの長さの既存の衣服に
似せる。 
b)	プロトタイプ 1 外観	
 外観は以下の図 3 で示す。 
 
 
 
 
 
 
 
図 3	 プロトタイプ 1 外観 
 
(2)	プロトタイプ 1 の実験	
a)実験目的	
	 第２章の既存の衣服との差分を測ることを目的とする。
甚平は一般的には袖が短いため、袖の長さを長袖にし既
存の衣服と揃え、肩と肩口、前を止める部分の検証を行
う。 
b)	実験方法	
	 第 2 章同様、腕を縛り着用させ、その様子を 2 定点の
カメラで撮影し、動画解析ソフトウェア「Kinovea」を使
用して解析をする。プロトタイプ 1 は前を紐で縛って止
めるものとなっており、縛り方を統一するため、実験時
は緩く結んで止めることで終了とする。実験風景は以下
の図 4 で示す。被験者は 20 代男女 18 名とする。 
 
 
図 4	 プロトタイプ 1 の実験風景 
 
c)実験結果	
	 本実験では標準化を行っている。 
	 プロトタイプ 1 を着用できるのは 18 名中 7 名であり、
着用にかかる時間の平均は 37 秒 7、着用時の腕の最大角
度平均は 38°、脱ぐ際にかかった時間の平均は 7 秒 36、
脱ぐ際の腕の最大角度平均は 27°である。 
d)考察	
	 着用できる人数は増えたものの、着用時の時間と最大
角度平均は数値が上がってしまう。これは前を止める紐
部分に問題があると推測出来る。紐を結ぶ時間がボタン
よりかかってしまう、内側の紐を結ぶ際に腕の角度をか
なり使用してしまうことから、前を止めるのはボタンや
紐ではなく、マジックテープのようにワンタッチで止ま
るものがいいという仮説が立てられる。 
	 アームホールが広いため、羽織るのには既存の衣服よ
り苦労しない者が多いが、まだ狭いことが検証される。
よって、アームホールの広さを検証する必要性が生じる。 
	 また、肩から首もとへ服を上げる際、布が引っかかっ
て上げにくく、服の形に合わせて肩を 180°に上げる者
が目立ち、着用出来ない理由の 1 つという仮説が立てら
れる。 
	 実験結果より、既存の衣服より甚平の方が着用しやす
いといえるが、甚平の肩は直線だと引っかかる、肩口は
より広くする必要性がある、前を止める部分は紐よりも
マジックテープを採用した方が良いという仮説が立てら
れる。 
 
4.	肩の角度の検証のためのプロトタイプ 2 の制作	
(1)	プロトタイプ 2 について	
a)	プロトタイプ 2 設計要件	
 プロトタイプ 2 の設計要件は以下に記す。 
・	 肩は直線だと引っかかるため、日本人の平均の肩の
角度 22°を採用する。その際、より体に沿わせるよ
うに立体裁断を行う。立体裁断に使用するボディは
エスモードジャパンのものを使用する。 
・	 アームホールの広さは今回問わないため、1 番広い状
態とする。 
・	 紐で止めるのではなく前にマジックテープを使用し、
ワンタッチで止められるようにする。 
・	 袖の長さは前回同様手首までの長袖にする 
b)	プロトタイプ 2 外観	
 外観は以下の図 5 で示す。 
 
 
図 5	 プロトタイプ 2 外観 
 
(2)	プロトタイプ 2 の実験	
a)実験目的	
	 肩の角度が 22°傾斜と服の前を止める際のマジックテ
ープの適正の仮説を検証する。 
 
b)実験方法	
	 第 1 章、第 2 章の実験と同様に、腕を縛り、2 定点の
カメラで撮影、動画解析ソフトウェア「Kinovea」を使用
して解析をする。実験風景は以下の図 6 で示す。被験者
は 20 代の男女 10 名とする。 
 
 
図 6	 プロトタイプ 2 の実験風景 
 
c)実験結果	
	 プロトタイプ 2 を着用できるのは 18 名中全員であり、
着用にかかる時間の平均は 32 秒 92、着用時の腕の最大
角度平均は 32°、脱ぐ際にかかる時間の平均は 6 秒 67、
脱ぐ際の腕の最大角度平均は 31.5°である。 
d)考察	
	 本実験の結果は、目標であるおおよそ 30°の角度を満
たす上、全員の着用が可能となり、肩の角度、前の止め
方の仮説が検証される。肩から首もとへ服を上げる際に
上げやすいと言う者が多く、多くの者が前を止める際も
紐より腕の角度を使用しない。時間の平均も短縮されて
おり、仮説の検証が出来る。 
	 少数だが前を止める際は腕の角度を使用しないが羽織
る際に使用している例があり、改善の必要性が生じる。 
	 また、布地のシーチングの伸縮性があまりないことか
ら、着用の際に無理な力を加える者が多いため、布地の
改善の必要性も生じる。 
 
5.アームホールを求める実験	
(1)実験目的	
	 腕を 30°曲げた状態でも入るようなアームホールの最
適値を検証する。 
(2)実験方法	
	 障害者は腕を曲げた状態でアームホールに腕を通す。
2)概要図を図 7 に示す。本実験では腕を 30°曲げた状態
を被験者に保ってもらい、ウエストから肘までの長さを
測る。被験者は男女 10 名とする。 
 
 
 
 
 
 
図 7	 腕を曲げた状態での着用 
(出典: http://www.fukunavi.or.jp/fukunavi/kiki/clothes/ 
clothes_3_01.html) 
 
(3)実験結果、考察	
	 平均 37mm という結果が生じた。 
	 外れ値はないが、全体的にばらつきの多い結果となり、
平均値や最大値を求めるよりも自身、もしくは介護者が
サイズを自在に変える仕様にする方が良いという仮説が
立てられる。本実験より、ウエストからアームホールま
での最大値を 37mm と設定することとする。 
 
6.	本制作に向けてのプロトタイプ 3 の制作	
(1)	プロトタイプ 3 について	
a)	プロトタイプ 3 設計要件	
	 プロトタイプ 3 の設計要件は以下に記す。 
・	 肩には 22°の傾斜をつける。 
・	 ガイドとなるバイアステープを合わせの端に付ける。 
・	 アームホールはウエストから 3.7cm のところに設定。 
・	 合わせはマジックテープで止める。 
・	 布は冬でも 1 枚で着用出来、伸縮性にも優れている
フリース生地を使用。 
b)	プロトタイプ 3 外観	
外観は以下の図 8 で示す。 
 
 
図 8	 プロトタイプ 3	 外観 
 
	
	
	
	
(2)プロトタイプ 3 の実験	
a)実験目的	
	 プロトタイプ 3 では、素材を本制作と同じものにし、
かつアームホールも実験で求められた値の最大値を再現
し、より近いものにして本制作の最終調整とする。	
b)実験方法	
	 第 2 章、第 3 章、第 4 章の実験と同様、腕を縛り固定
する上で 2 定点のカメラで撮影し、動画解析ソフトウェ
ア「Kinovea」を使用して解析をする。実験風景は以下の
図 9 で示す。被験者は 20 代の男女 10 名とする。	
	
	
図 9	 プロトタイプ 3 の実験風景	
	
c)実験結果、考察	
	 全体的に前回の実験よりも時間も角度も短縮されてい
るため、設計要件を満たすとし、腕を固定する上で設計
指針を立てる実験は本実験をもって終了とする。	
	
(3)プロトタイプ 3 の実験 2	
a)実験目的	
	 第 1 章から第 6 章までに検証される仕様が実際の肩関
節周囲炎患者に適用するのか、患者に着用させ、動画を
撮影、身体的におかしい部分がないかを確認する。着用
後フィードバックを貰う。	
b)実験方法	
	 被験者の高齢者は肩関節周囲炎以外にも足に障害を抱
えており家の外への外出が困難なため、室内で 1 定点カ
メラを使用して撮影を行い、着脱後フィードバックのた
めインタビューを行う。被験者は 80 代女性 1 名とする。	
c)実験結果	
	 実験風景は以下の図 10 に示す。	
	 着脱に関しては若者よりも早く着用出来ることが出来
ることが判明する。また、インタビュー結果では「白は
白装束をイメージしてしまうので嫌だ。」「裏地を付け
て欲しい。」の 2 点を主に話している。	
	
	
	
	
	
 
図 10	 肩関節周囲炎患者の実験風景	
	
d)考察	
	 着脱については、今までは肩の可動範囲の広い若者を
無理矢理狭くして実験を行っているため、可動範囲の狭
い患者なりの慣れた動きで出来たものと考察出来る。よ
って、第 1 章から第 6 章までの実験の仮説は実際の患者
でも検証される。肩の角度、アームホールの広さ、合わ
せの方法は本制作への設計指針の決定とする。	
	 インタビュー時に言われた 2 点については、1 点目「白
は白装束をイメージしてしまうので嫌だ。」については、
本研究は設計指針の提案のため、テキスタイルや布地に
ついての考察は含まないが、冠婚葬祭をイメージさせる
色味の布地は設計指針として入れないこととする。次に 2
点目「裏地を付けて欲しい。」だが、フリース生地だけ
だと滑りが良くなくあまり着用しにくいとのフィードバ
ックが得られる。したがって、裏地の必要性が生じる。	
	
7.本制作	
(1)設計指針	
	 設計指針は以下の通りである。	
・	 長袖。	
・	 前はマジックテープで閉じる。	
・	 肩の角度は 22°とする。	
・	 布の端にガイドとなるバイアステープを縫い付ける。	
・	 アームホールは自由に調整出来る様にし、最大値は
37mm とする。	
・	 素材は保湿保温性に優れ伸縮性のあるものにする。	
(2)素材	
	 表地はフリース地を使用する。保湿保温性に優れ、伸
縮性もあり、冬場でも 1 枚着用すれば暖かく、市販の部
屋着にも最も使用されているための採用とする。	
	 裏地はジャージ等に用いられるエアファインを使用す
る。汗を吸い取り、伸縮性と通気性に優れているため、
着心地が良くなることから設定する。	
	
	
	
	
	
8.	本制作作品概要	
(1)外観	
外観は図 11、着用図は図 12 に示す。	
	
	
図 11	 本制作	 外観	
	
	
図 12	 着用図	
	
9.総括	
(1)展望	
	 近年服にセンサーを組み込むことが流行している。心
拍数等の身体的な情報を読み取るようにしたものだが、
本研究で制作した衣服にも、例えば「高齢者が倒れた情
報が加速度センサーからマザーコンピューターに飛ばさ	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
れ介護者に連絡が行く」といったシチュエーションの想
定が出来るため、加速度センサーを取り付けることによ
り、高齢者がより過ごしやすい衣服にすることが出来る。	
上記の展望と同時に、センサー類の取り付けも課題とな
ると言える。	
	 また、本研究での被験者は全員、腕を縛る際に「こん
なに動きにくくなるとは」と漏らしている。高齢者や障
害者は実際かなり制限された生活を送っていることが実
験を通してわかり、本研究での制作過程をオープンソー
スで公表して少しでも楽に過ごしてもらえるようにする
ことを希望する。今後は、実際に肩関節に関する障害者
のみを被験者とした衣服の制作に取り組む方針である。	
(2)総括	
	 本研究では、擬似的に腕の不自由な環境を作ることで
肩が上がらなくても着やすい衣服を制作、検証すること
が出来る。既存の介護着よりも実際の肩関節周囲炎患者
が着用しやすいことも検証されるため、ユニバーサルフ
ァッションを再現出来たと言える。	
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